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1本プレゼンテーション中、報告者自身に帰属しうる著作権および関連する一切の権利は、
クリエイティブ・コモンズ「表示」4.0日本ライセンスの条件に従った利用を許諾します。



二次利用の促進に向けて：
デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会
「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」（平成29年4月）
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「誰の」著作権が問題か：
作品の著作権
• 原則は著作者の死後50年間の保護

• 二次利用との関わりでは、翻案権等
• 戦時加算、そしてTPP11の発効に伴う保護期間延長の問題
• 保護期間中作品の場合は、第三者の二次利用も許諾を受ける必要

• 著作者人格権の取り扱い
• 二次利用との関わりでは、同一性保持権、名誉声望保持権
• 原則として著作者の死により消滅するが、、

• 著作権法第60条「著作物を公衆に提供し、又は提示する者は、その著作物の著作
者が存しなくなつた後においても、著作者が存しているとしたならばその著作者
人格権の侵害となるべき行為をしてはならない。ただし、その行為の性質及び程
度、社会的事情の変動その他によりその行為が当該著作者の意を害しないと認め
られる場合は、この限りでない」（請求権者につき第116条）
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「誰の」著作権が問題か：
デジタルデータの著作権？
• 写真撮影やデータ作成者などにも、確かに著作権は発生しうる

• 「デジタルアーカイブ作成者」が持ちうる＝二次利用を許諾しうる権
利は、原則としてこちらのみ

• 外部の写真家等に撮影を委託した場合などは、本案件を含む著作権の処理に加え、
著作者人格権の不行使等を約束しておく必要

• しかし、そもそも著作権は発生するのか？
• 著作物とは、「思想又は感情を創作的に表現したもの」
• 写真であれば被写体の組合せ・配置、構図・カメラアングル、光線・

陰影、背景等
• 少なくとも平面の絵画等をスキャン・撮影したのみのデジタルデータ（所謂

faithful reproduction）は、新たな保護の対象とならない
• 超高精細データや3Dデータに関しても同様
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その上で、自由利用ライセンス
• クリエイティブ・コモンズ等の著作権ライセンスは、著作権者

自身が自らの著作物の利用をライセンスするための手段
• 「クリエイティブ・コモンズ・ライセンスやCC0を適用する対象は、

本来、著作権の保護対象であるため、著作権保護期間が満了している
所蔵作品のデジタル化データにそれらを適用する場合は、その所蔵作
品の作者がアーカイブ機関自身であるなどの誤解を招くことがないよ
う、アーカイブ機関自らがそのデータに関してどのような権利を保有
しているか(例えば、創作性のある写真の撮影者としての著作権を有す
る等)を明記することが望ましい。」

• デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会「デシダル
アーカイブの構築・共有・活用ガイトラ゙イン」（平成29年4月）16-17p
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https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja

CC BYライセンス2条a項1号：例外および権利制限 誤解を避けるために記すと、例外および
権利制限があなたの利用に適用される部分については、本パブリック・ライセンスは適用さ
れず、あなたは本パブリック・ライセンスの条項に従う必要はありません。

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja



CCライセンス、そして
CC0とPDM(Public Domain Mark)
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【CC0 Public Domain Dedication】
当該作品に関わる著作権等の権利を、

法令上認められる最大限の範囲で放棄し、
誰もが自由に利用可能なパブリック・

ドメインに供することを宣言する

【Public Domain Mark (PDM)】
主に文化施設等、権利者ではない者が作品を公
開する際、当該作品が知りうる限りいかなる著

作権等の保護対象にもなっていない、
パブリック・ドメイン作品であることを示す

PDMに特に法律的な効果は無いその人が持つ全ての権利を放棄
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美術館のデジタル画像をCC0で公開

浮世絵のデジタル画像を
PDMで権利表記

博物館デジタル画像を
CC BY(互換)で公開



（ジャパンサーチのモデルとしての）
Europeanaにおける二次利用の促進
• Europeanaに集約される「メタデータ」に関しては、参加機関との

間で結ばれる「データ交換協定」に基づき全てCC0を適用
• 画像等のプレビュー・コンテンツに関しても、標準化された共通の

フォーマットで権利表記を行うことを求める
→オープン化と権利表記標準化のカタリストとしてのEuropeana
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Europeanaで利用可能な権利表記
• Public Domain Mark (PDM)
• Creative Commons CC0 1.0 Universal Public Domain Dedication (CC0)
• 6種類のクリエイティブ・コモンズ・ライセンス
• No Copyright - non commercial re-use only (NoC-NC)

• 著作権保護の対象ではないが、非営利の二次利用に限定されていることを示す。公私共同プロジェクトの契約により当該
条件が規定されている場合にのみ利用でき、契約の終了時を明記することが求められる

• No Copyright - Other Known Legal Restriction (NoC-OKLR)
• 著作権保護の対象ではないが、発信国において著作権法以外の法的制約が存在することを示す

• In Copyright (InC)
• In Copyright - Educational Use Permitted (InC-EDU)
• In Copyright - EU Orphan Work (InC-EU-OW)
• Copyright Not Evaluated (CNE)
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欧州委員会
「欧州文化遺産の電子化と公開、保存に関する委員会勧告（2011/711/EU）」
• 7条：（各国は）次の手段により、Europeanaのさらなる発展に貢献する

• (a)文化施設と同時に出版社やその他の権利者が電子化された資料をEuropeanaからアク
セス可能とすることを促進することにより、Europeanaが2015年までに200万のサウン
ドやオーディオビジュアル作品を含む3,000万の電子化された資料に対する直接的なアク
セスを提供することを支援すること（※当時1,900万資料）

• (b)公的資金による将来の全ての電子化プロジェクトについて、電子化された資料の
Europeanaを通じたアクセス可能性を条件付けること

• (c)それら全てのパブリック・ドメインの名作について、2015年までにEuropeanaを通じ
たアクセス可能性を確保すること

• (d)異なる領域のコンテンツをEuropeanaに届ける国家単位のアグリゲーターを創設・強
化すると共に、規模の経済をもたらしうる、特定の領域やトピックに関する越境的なア
グリゲーターに貢献すること

• (e)欧州レベルでのデジタル化資料の相互互換性を実現するため、Europeanaと文化施設
の協力によって定義された共通のデジタル化標準の利用と、同時に永続的識別子の体系
的な利用を確保すること

• (f)Europeanaのようなサービスや革新的なアプリケーションを通じた再利用を可能とす
るため、現存する文化施設が作成したメタデータ（デジタルオブジェクトの記述）の広
範かつ自由な利用可能性を確保すること
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DPLA(Digital Public Library of America)：
80,000種類以上の権利表記
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http://www.deanfarr.com/viz/rights.php



Rightsstatements.org
• Europeana・DPLA・Creative Commonsの共同プロジェクトと

して、世界共通のデジタルアーカイブ権利表記方法を策定
• これら自体が「ライセンス」として法的効力を持つ訳ではない
• 日本の実情に即した権利表記のオプションは何か？
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→2018年時点のDPLA権利表記状況
http://www.deanfarr.com/dpla-rights/

共通のDISCLAIMER: The purpose of this 
statement is to help the public understand 
how this Item may be used. When there is 
a (non-standard) License or contract that 
governs re-use of the associated Item, this 
statement only summarizes the effects of 
some of its terms. It is not a License, and 
should not be used to license your Work. 
To license your own Work, use a License 
offered at https://creativecommons.org/



利用者を含めた二次利用コミュニティの
規範形成に向けて
• Europeanaでは、パブリック・ドメインのデータ利用に関して、利用者に

向けた非拘束的「ガイドライン」を定める
• Give credit where credit is due.
• Protect the reputation of creators and providers. 
• Show respect for the original work.
• Show respect for the creator.
• Share knowledge.
• Be culturally aware. 
• Support efforts to enrich the public domain.
• Preserve public domain marks and notices.
※This usage guide is based on goodwill. It is not a legal contract. We ask that you 
respect it.

14https://www.europeana.eu/portal/en/rights/public-domain.html


